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はじめに

•子どもが3人います

•全て男の子です。元保育士です

•育児休暇3回取りました

•大学の先生です。保育、児童福祉、子育て支
援が専門です

•父親支援の研究しています

•東京大学発達保育実践政策学センター研究員

•ファザーリング・ジャパン、関西の顧問です
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父親がはやっている?
イクメンブームとは

• ドラマ、テレビで取り上げられるようになった

• 海外のセレブといわれる人々の父親アピール

• 父親関係の本が多く出版されている

• 父親たちのグループが多く作られている

• 保育所、幼稚園、学校行事の父親の参加の増加

• 街中で子どもを連れている父親を見ることが多くなった
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イクメンブーム!

イクメンとは?

積極的に育児を行う男性。
単に子育てしているだけ
ではなく、主体的に子育て
を行い、楽しみ、そしてマ
マと子どもと一緒に家族を
創っていく、覚悟と責任の
ある父親
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父親が注目される理由

1.少子高齢化の社会的な課題

2.育てる側の不安とその抑止

3.育つ側の不安定さ

4.男女共同参画社会の到来

5.夫婦間のバランスの維持

6.企業の経営戦略と人材戦略

7.男性自身の家族志向 幸せの価値の変革
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これまでの子育てにおける父親の存在
○これまでの父親の立場

「二番目の親」「遅れてきた親」「母親のサポート役」「叱り役」

「最後に頼りになる人」「思春期に登場すべき人」

これらは本当なのか?

・母親中心主義

・精神的な存在 父親を子育てから遠ざける合理的根拠

・経済的な存在 父親の親としての責任回避

・母親を支える存在

このことが

• 母親の育児の過度の負担につながる

• 子どもの育ちにとっての有効な資源の欠如

• 子どもを守る環境の脆弱化（子どもの事故が母親の責任とされる）

• 「母親=子育て」「父親=仕事」の公式の固定化
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男性の帰宅時間・女性の在宅

8内閣府HP 平成17年版 少子化社会白書 ３ 働き方の見直し―ヨーロッパで様々な動き より
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2005/17webhonpen/html/h1420300.html

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2005/17webhonpen/html/h1420300.html


極端に短い家事・育児時間

出典：平成25年版 少子化社会対策白書
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/
measures/w-2013/25pdfhonpen/25honpen.html
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父親の育児の出生との関係

出典：平成29年版 少子化社会対策白書
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2017/29pdfhonpen/29honpen.html
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働き続ける男性
•過度の長時間労働

• 30代～40代が最も働かなければならない

•育児世代の父親と層が重なる

•長時間労働･通勤のため帰宅時間が遅くなる

•母親が育児・家事を一方的に担う

女性活躍推進と男性の家庭進出は表裏一体

男性家庭進出推進法の成立を!
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父親支援とは

• 父親が親としての本来の力が発揮できるようにするための、支援者のかか
わり方や環境の整備の総称。

• 単に父親のためのプログラムをすることだけではありません。

• 具体的には以下の4つが達成できるように、様々に支援することです。

1.父親が子育てについての正しい知識や理解、価値観を得られるように父親
をエンパワーメントする。

2.父親が母親とのパートナーシップについて理解し、夫婦ともに子育てがで
きるようにする。

3.父親が仕事や、生活、家庭、地域との良いかかわりができるように、ワー
クライフバランスを意識した生活者になれるようにする。

4.父親自身が積極的に育児や家庭生活の主人公として暮らしていけるように、
地域社会の環境に対して関わりやネットワークができるようにする。
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父親支援の課題
•父親の参加が少ない

•父親同士が会話をしない

•父親が何を考えているのかわからない

•忙しい・興味を持ってくれない

•つながらない・会話が続かない

•ママがいないと何もできない

これらの共通項は・・・

子育ての未経験、子どもの無理解、

コミュニケーション能力の欠如

男性が市民的な成熟がない

（地域社会、未来に対する責任のなさ） 13



子どもの事故について

平成30年度版 消費者白書
第1部第2章第1節
「子どもの事故を社会全体で防ぐ」

子どもが事故に遭った時に、往々にして、保護者の責任
が全てであるかにように受け取られ、保護者も自身の責
任と感じ、事故の原因究明がうやむやになってしまうこ
とがあります。しかし、事業者が安全な製品を供給して
いたら、行政が適切に安全の基準を設けていたら、保護
者に事故の危険性やそれを防ぐ方法を伝えていたら、事
故は起きなかったかもしれません。事故は、保護者だけ
でなく、社会全体で防ぐものです。

・保護者とは誰か?父親は入っているのか?
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2016年の子どもの死因上位5位まで

出典：平成30年版消費者白書
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_research/white_paper/2018/white_paper_124.html
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子どもの「不慮の事故」による
年齢層別死因内訳 2016年

出典：平成30年版消費者白書 https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_research/white_paper/2018/white_paper_124.html
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子どもの事故は防げる可能性がある

・子どもは未熟で、幼く、危険な存在

子どもの存在が最大のリスク

・子ども自体の理解を行う

正しい「子ども観」を身につけてもらう

・保育的には「環境整備」を徹底する

子どもの責任ではなく周りの意識
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リスクとは何か

• リスク【risk】
１ 危険。危険度。また、結果を予測できる
度合い。予想通りにいかない可能性。「―
を伴う」「―の大きい事業」「資産を分散
投資して―の低減を図る」

２ 保険で、損害を受ける可能性。

「危険の起きる可能性」✖「結果の程度」

適切なリスクを理解する

18



教育保育施設における事故報告集計

• 教育・保育施設等で発生した死亡事故や治療に要する期間が30 日以
上の負傷や疾病を伴う重篤な事故等で、平成 30年 1 月 1 日から平成
30年 12 月 31 日の期間内に報告のあった事故

• 報告件数は 1641件あった。
負傷等の報告は 1632 件あり、そのうち 1330件(81%)が骨折によるも
のであった。死亡の報告は 19件あった。事故の発生場所は施設内が
1461件(89%)であり、そのうち 805件(55%)は施設内の室外で起きて
いた。

• 施設別死亡事故件数

認可保育所 2名の死亡

認可外保育所 6名の死亡 家庭的保育事業 1名

• 年齢別 0歳児4名 1歳児4名 6歳児1名 睡眠中8名の死亡
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これまでの死亡報告推移

内閣府子ども子育て本部 HPより
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/outline/pdf/h30-jiko_taisaku.pdf
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うつぶせ寝の危険性

内閣府子ども子育て本部 HPより
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/outline/pdf/h30-jiko_taisaku.pdf
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負担と効果の関係

危
険
度

リ
ス
ク
の
高
さ

努力や人手・費用 決して0にはならない

事故・ケガ
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リスクマネジメントの意義

・リスクマネジメントシステムの構築

・事故を未然に防ぐ

→事故をゼロに近づける。

→事故が軽くてすむようにする。

・事故が起こった時に適切な対応ができるように備える

インシデントの
軽減

事故は
ゼロにならない

人はミスを侵してしまう存在である
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ハインリッヒの法則

１-重大な事故

29-軽度な事故

300-ひやり・ハット
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ハインリッヒの法則とは
• ハインリッヒが１９３０年代に工場災害調査から導き
出した法則(経験則）。

• 「１件の重大な災害事故の背景には２９件の軽度な災
害事故があり、さらにその背景には３００件の傷害を
伴わない事象(ヒヤリハット）が存在する。」(インシ
デント)

• 保育の日常で事故には至らなかった「ヒヤリハット」
した事例を見直すこと。

• 「ヒヤリハット」した事例を減らしていくことが事故
の軽減に繋がる。
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事故の要因分析 SHELLモデル

• Software
• 運営等システムの問題S

H • Hardware
• 施設環境など物的問題

E • Environment
• 雰囲気や関係性

L

L

・Liveware１

・Liveware２

・当人の問題

・関わる他人の問題 26



子育てにおけるリスクマネジメント

• 子育ては人の生活の営みなので、当然多くのリ
スクが存在する。

• 特に子どもたちは、未熟で未発達である。危険
の予知や回避の能力などは、低く危険な存在で
ある。

• 家庭内において、子どもを守ることは保護者の
責任であり、子育ての基本的な事項である。

• しかし同時に子どもたち事態の安全の能力を育
てていくことも、子育ての重要な側面である。

• 家庭は、子どもにとって安全な場所でなければ
ならない。
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リスクと安全

• 安全教育

1.消極的安全 リスクの回避

すべての危険・リスクを排除する。

核シェルター的安全 0歳児の保育活動

2.積極的安全 リスクを予想した活動

危険やリスクを予想し取り入れていく活動。

ナイフを使いこなすようになる安全 幼児の保育活動

子育てにおいては「安全教育」を意識して、

子どもたちの安全に対する力を育み根付かせる必要がある。
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まとめ
•子どもが最大のリスクであり、子育てはリスクマネ
ジメントを包括している。

•パパもママもみんな、守られながら育てられたから、
今の成長がある。今度は守る順番です。

•母親だけが子育てを行う社会やシステムは、子ども
にとって残念な環境。

•父親が積極的に子育てに関わることが、子どもに
とってプラスに働き、危険を回避することにつなが
る。

•より豊かな環境を父親が関わることで作っていきた
いです。
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